
®8月え8Bl囁委鯰兒瑛再配去の広条忍議心ヽ？
先訣艮扱負のなたとな議鯰‘布，た雙疑は忌釣）
次に、はたともこ君。
0はたともこ君国民の生活が第一のはたともこでございます。
両法案に私はいずれも賛成でございます。
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私は薬剤師でございますが、さらに漢方薬：生薬認定薬剤師でもござし＿：まして玉大変
すばらL込日本ーの伝統医月竺きある漢方医学｀漢方薬を日本の国家戦酪、斯感晏戦略
として'-日本と世界に推進｀発展させていきたいと考えております芝噌
私の相談相手にもなっていただいております慶應義塾大学病院漢方医学センター副
センター長で慶應義塾大学医学部准教授の渡辺賢治先生が本年二月に「日本人が知
らない漢方の力」という本を上梓をされました。
川端大臣は、御実家が老舗の薬局であられた、またお身内に漠方に取り組んでいら
っしゃる方がおられるということを伺いました。大臣にもこの先生の本をお渡しさせてい
ただきましたが、大臣、お目通しいただけましたでしょうか。
0国恋大臣（川蛸辺夫君）お触れいただきましたように、江戸時代から薬を扱ってい
るなりわいの家の次男坊でありますので、子供のときから倉庫にはいろんな漢方薬が
袋で置いてありましたし、何かたんすの引き出しみたいなのには山盛りに入っておりま
して、におい自体懐かしい思い出でありますが、ざっと読ませていただきました。
改めヱふ；免日本少堡塾腔交邁互というものg漢方という坦可か屯国の占う上墨訟ま
むt_れとも、伝統医学、＿旦杢吃圭笠点，ヽうことでぶ、西互t医学とはまた違羽虫特の自然治
皇立を土牟ーした部分といをことで、大ー変、浬に西且からも、欧米からむ酌可和面を受け
ているという御指摘はそのとおりだと思いますし、それを支戻る日禾〇ベースがどんど
ん衰損されてきているというのは深刻な事態である日元う徊i指摘は私も共感するどごろ
茫知荀r... `----------"‘ 
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0はたともこ君本日は時間がありませんので、両法案が日本国内で漢方薬の原料と
なる生薬の栽培において機能する法律であるのかという観点から質問させていただき
たいと思います。
配付資料は、本年六月三十日に開催されました日本東洋医学会緊急特別シンポジ
ウムで講演された福島医大の佐橋先生の資料の一部でございます。御承知のとおり、
漢方薬の原料である生薬は中国産が大部分を占めているわけですが、中国国内でも
需要が伸びており、また、中国がレアアース並みの戦略物資としていることなどもあっ
て、近年値段が急騰をしております。日本でも最近特に漢方への関心、需要が高まっ
ておりますので、漠方薬の原料である生薬の国内生産が緊急の課題として求められて
いるところでございます。
まず、農水省に伺います。
日本国内の漠方薬メーカーが自ら日本国内で生薬を栽培しようとする場合、今回の
構造改革特区法の適用が必要か、また、現在、日本国内で漠方薬メーカーが自ら生薬
栽培を行っている事例があるのか、説明をしてください。
〇政廂も考人（簗原正明誼2 企業による農業への参入につきましては、平成二十一
年の農地法の改正で大幅な規制緩和が図られております。現在は、株式会社等の一
般法人は全国どこでも農地を借りることによって農業に参入できるようになったところで
ございます。したがいまして、漢方薬のメーカーが蔑地を借りて漢方薬の原料となる生
薬となる作物を生産することは可能でございます。
実際に、平成二十一年の改正農地法の施行後約二年たっておりますが、この間、新
たに八百社以上のところが農地を借りて農業を始めておりますし、この中には、北海
道、福岡等におきましてこの生薬を生産している漢方薬のメーカーの事例も含まれて
いるというふうに承知をしております。
0はたともこ君私は広島県出身でございまして、渡辺賢治先生のこの本を広島県の
湯崎英彦知事にも読んでいただきましたところ、湯崎知事に強く御賛同いただきまし
て、知事は、是非、広島県の中山間地域や耕作放棄地などで地域活性化のイノベーシ
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ヨンを起こしていきたいとのお考えを示されました。
そこで、川端大臣に伺います。
令回の挫域甦生造は、広島県が圭菜栽培などに取り組虹場合、活用文走るーものなの
でしょうかq特定地域再生事業費補助金についても併せて教えていただきたいと思い
ます。
0国器大臣 (lll皓幻夫君）特定地域再生制度は、いわゆる少子高齢化、人口減少へ
の対応など、全国地域に共通する重要な政策課題について国が特定政策課題として
設定して、その課題解決に取り組む地域を重点的に支援することによって全国共通の
課題を解決に道筋を付けようとするという趣旨でございまして、こうした課題の解決に
資する地域の取組を支援するということで、計画の策定、事業の実施に対して補助を
する特定地域再生事業補助金五億円を用意しております。
このうち、事業の実施に対して補助をする特定地域再生計画推進事業は、地方公共
団体のほか、地方公共団体が地域再生推進法人として指定したNPOなどの非営利団
体等を対象として、特定政策課題の解決に資する事業で各省の補助対象とならないも
のについて支援を行うということでございます。また、民間事業者が地域再生計画に基
づく事業を行う場合には、必要な資金調達に対して一定の利子補給を行う支援措置も
用意をしております。
御提案の裏業は、ー中山間地域簑で坐壬高齢化辺進展に対且；丈ゑため憲齢煮の雇用
倉』辻ぽヒーゑえとすゑるでもの；であり走しエ｀’そうLした取組ヌあよれ4委こ生必』2哀援撻置g対象
にな」れ尋ゑ主位と喪え．エお｝）石ます。
な料特定地域再生事業費補助金は、各地域から申請のあった事業に対して、有識
者により構成される第三者委員会において評価していただいて、それに基づき採択す
るか否かを決定する予定でございます。
0はたともこ君次に、厚生労働省に伺います。
佐橋先生の資料にもありますように、漢方薬の原料である生薬を国内生産する場合
の大きな課題がコストの問題です。現在、漠方薬の薬価は西洋薬と同等の基準で算定
され、基本的に漠方薬の薬価は下がり続けており、コストの問題が壁となり、国内の生
薬栽培が進まないという現状がございます。
一私址玉嬰方墓Q．薬厘は酉荏墾盤也較しヱ圭圧倒＂的に安価なものですし、主来、膨大
姦開発ユ五逗掛立渥る酉涅墓とは別の概念の基準、コストプラろ適正利潤で算定ぎべ
きだと思います力＼いかが宮しょゑか。
0政病歩考人（外口菜君）薬価についての御質問でございますが、二年に一度の薬
価改定の際に、基本的にほ市場実勢価格で見直しをしているところでありますけれど
も、医療上の必要性が高ふ原料力！高騰するなとの理由で薬価が生産己又t空と少原
価忍下回っれて↓＼．歪．凸わゆゑ杢提算品且 Iごっし‘文は薬価の豆l.t．げを行っーておりますょ゜
薬価の引上げについては、限られた保険財源を有効に活用する観点から、品目ごと
に医療上の必要性や不採算の程度を勘案した上で実施することになりますが、今後と
私関係学会簑少要望や生産コ込区迄杢猜査した上で、医薬品の安定供給か亘態と
なるよう遜正な算定に努めていきたいと考え了お→ります。
0はたともこ君さらに、厚生労働省に伺います。
今年の五月にWHOの総会で国際疾病分類、 ICDの改訂が認められ、日本、中国、
韓国を中心とした伝統医学が明確に位置付けられたということでございます。中国の中
医学、韓国の韓医学、そして日本の漢方医学とあるわけですが、中国、韓国、特に中
国は中医学を国家戦略として位置付け、中医学を国際標準とするために巨大組織をつ
くり、政府を挙げて取り組んでおります。一方、我が国では、厚生労働省において医政
局総務課の中に統合医療の担当者がいて、音楽療法、温泉療法、アーユルベーダ、ア
ロマセラピーなどと並んで漢方が位置付けられているのみでございます。これでは中国
韓国に全く太刀打ちできません。
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可及的速やかに医政局にまず漢方推進室をつ5るづきだと思いますが、い

―-----•←＇豆考人（結田幸昌君）まず、漢方の位置付sけでございますけれどもー、私どもの
認識といt：：・しましズ起我が国文は広く使用されている上↓ヽうことがございます。実際
｛；、漢方を使用丈ゑ医師JJ)方は全体の九割だというどうな調査結果もあるというのは
先生も御百詐i(J)ところだろうというふうに考えてお~LLま丈o
そこで、組織の対応でございますけれども、複方の推進に関する事項と申しますと、
御案内のとおり、研究開発でございますとか、あるいは流通でございますとか、、蓬価も
ございましょうし、，医学教育といった各面がございます。いろいろ多岐にわたっていると
いうのはございます。
したがいまして、私どもといたしましては、医学一般に関するアプローチとこれは同様
でございますけれども、関係部署がそれぞれ連携をして対応していく必要があるであろ
うし、事実、そのように対応してきているところでございます。乱とども、一今後とも関係部暑
の連携へOJ..強化を図虫りましで漢方の取組が効果的な主g) I茎なるようi芸ということで取り
組＆でまいーしlt土竿上臼ぷう止肴ゑ文おるところでございま丈？
0はたともこ雲時間ですので、最後に川端大臣に伺いたいと思います。
私は、本年三月二十二日の本委員会で古川国家戦略担当大臣に、日本の漢方医学
の推進を是非我が国の国家戦略、新成長戦略とすべきであると提案をしたのですが、
古川大臣は、自分は風邪を引いたら葛根湯を飲むと言われるのみでございました。厚
生労働省につし＼てl古J担聞室Qと葵りてこざいます。
川端大臣、是非今回の法案成立を機に、まず漢方薬の原料である生薬の国内栽培
を地域再生戦略の一つに位置付けていただき、さらには我が国の国家戦略、新成長
戦略の一つにしていただきたいと思いますが、大臣の御見解を伺います。
Q務大臣（川端遍夫君）や漢方医学の大変重要了匝り、そして評価の高いこと、そし
“てその原料て色盃塑盆lおしユ加）と確保Kなけれはをらないとい芸；とを超えて、これ
色特に中山間地埴奎含めた部分で新しい産業とし＂て地域活性化に資するというアイ
更ては非常に私はいい考豆共埜汐ふうに思います。ヽーそ豆西部分望こ他域話「f歪化担当rと
いう立場でいえばこそうf.5う具体の地域で頑張ってやりたいということに関しーては積極
的に支援してい位対象になり得る弘てたいうふうに思っています。し立ろ込ろまた薙恵を出
・一芦御努カーしいただきた込と意います。
これが再生戦略の大きな柱として位置付けるかどうかという御議論は、大変大事な視
点がたくさんあると思いますので、私なりに受け止めて、またいろんな機会に紹介もし
てまいりたいというふうに思います。
0はたともこ君よろしくお願いいたします。
以上で終わります。ありがとうございます。




